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中

世



一
、
中

世

の
矢

吹

1

中
世

を
通

じ

て
お

お
よ
そ

矢
吹
町

の
地

域

は
、

西
部

の
大

和
久

な
ど

を
除
く
大

部

分

が
石

川
庄

の
範

囲

に
含
ま

れ
、
石
川

庄

の
領
主

で
あ

っ
た
石
川

氏

の
支

配
下

に
お

か
れ

た
。

石
川
氏

は
清

和

源
氏
。

そ

の
祖

有
光

は
、

十

一
世
紀

な
か

ご
ろ
、

父
頼
遠

と
共
に

源

頼
義

・
義
家

に
従

っ
て
前

几
年

の
役
に
参

加

し
、
そ

の
功

に

よ

っ
て
現
在

の
石
川
郡

地

方
を
与
え

ら
れ

、
康
.平
六
年

(
一
〇

六

..
、)
、
当
時
藤

田
郷

と
よ
ば
れ
た
現
在

の
玉

川
村

の
地

に
住

ん

だ
と

伝
え

ら
れ
る
。
有

光

は
、

こ
の
戦

に
討

死

し
た
父

の
菩
提

の

た
め
に
岩
法
寺

を
建

立

し
、
F
息
有

祐
を

氏
神

川
辺
八
幡

社

の
祭

祀
に
あ
た
ら

せ
、

ま

た

の
ち

に
、

石

川
郷

に
.一.薩
城

を
築

い

て

こ

こ
に
移

っ
た

と

い
う
。

石
川

系
図

は
、

有

光

が
は
じ

め
摂
津

国
物

津

に
住

み
、

の

ち

源
義
家

の
代
官

と
し

て
仙
道
七

郡

の
主

と

な

っ
た
と
述

べ

て

い
る
。

仙
道

七
郡
と

い
う
の
は

こ
の
場
ペ
ロ
、
白

河

・
石

川
-
・
岩

瀬

・
田
村

・
安
積

・
安
達

・
信
夫
を

さ
す

も

の
で
あ
ろ
う

か
。

な

お

『義

経
記

』

に

は
、

源
頼
義

が

「
白

川

の
関
を
越

え
、
ゆ

き

か
た

の
原

に
馳
付

き

、
貞
任
を

攻
む
、

貞
任
其

日

の
軍
に
打
負

て
、
安

積

の
沼

へ

引
退

く
L
と

あ
り
、
前

九
年

の
役

の
両
軍

の
戦
闘

が

「行

方
野
原

」
と
よ

ば
れ
た
矢
吹

町
東
部

で
も
行

わ
れ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。

す

で
に
平
安
時

代

に
石

川
庄
に
来

住
し

た
石
川
氏

は
、

矢
吹
地

方

に
も
支
配

の
手

を

の
ば

し
た
。

承
元

三
年

(
一
二
〇
九

)
、

石
川

一
族

の
石

川
坂
地

光
盛

は
、
嫡

子
光

安

(
光
重

)

に
坂
路

・
千
石

な
ど
九

ヵ
村

を
譲

っ
た

が
、
そ

の
な

か
に
堤
村

と
給
当

村

が
み
え

る
(
赤
坂

文
書

)。

堤
村

は

い
う

ま

で
も
な

く
矢
吹
町

東
部

の
堤

で
あ
り

、

給

当

は
そ

れ
に
近

い
久
当

山

の
あ

た
り

で

あ

る
。

承
元

三
年

は
鎌
倉
時

代

の
初

期

で

あ
る

か
ら
、

お
そ

ら
く
平
安

時
代

か
ら
、

堤

・
給

当

は
石
川
氏

の
領
地

で
あ

っ
た
も

の
と
思

わ

れ
る
。

お
そ
ら

く
、

こ
の
二

ヵ

村

以
外

の
矢
吹

町

の
地
域

の
大
部

分

が
、

こ
の

こ
ろ
に

は
石
川
氏

の
支
配
下

に

入

っ

て

い
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

け
れ

ど
も
、

矢
吹

町
の
地
域

が
す

べ
て

石

川
氏

の
独
占

下

に
あ

っ
た

の
で
は
な
い
。

鎌
倉

末
期

の
文
保

二
年

(
=
二
一
八

)

の

ま
す
み

文
書

に
は

、
結
城

盛
広

が
富

沢

・
真
角

・

葉
太

な
ど

の
十

ヵ
村
と

あ
わ
せ

て
大

和

久

を
所
領

と

し
て

い
た

こ
と
が
記

さ

れ

て

い

る
(
結

城
文
書

)
。
後

述
す

る
文
禄

四
年

(
一

五
九
五

)

の

「
蒲
生

領
高
目
録

」

で
は

三

城
目

と
大
和
久

が
白

河
郡

の
内

と

な

っ
て

い
る

こ
と
を
考

え

る
と
、
少

な
く

と
も
大

和

久

は
鎌
倉
時

代

か
ら
白
河
郡

の
う

ち

で

あ

っ
た

と
み

て
よ

か
ろ
う
。
結

城
成
皿
広

は

下

総
国
結

城

(
茨
城

県
結
城
市

V

の
領
主

結

城
広
綱

の
次

男

で
、
白
河
郡
北

方

を
所

石 川有光 の子石 川基光 の墓 石lll郡 玉川村

治承5年(1181)と ある。重要 文化財

犀
嚇

叢 、

藍
曙 蜘 晒

雌 彰鰯,

漏鰯

 

石
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城

跡

(三
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石
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芒 触

性 茗
執瑠

魂
鯉
蜘
懸

.

.姦

霞

鰯

F

:

、
∴
謙
蓄

じ
ブ

ゆ

　じ

　

ぞ

し

メ

　認糠

嚢
鍵
翻　馨
盤
叢

窯

三霧罫嚢
矢
に

渉
.難

耽

、、

.
山

あ

ア

の

銅

村

当

当急

ヒ
久

閣

.

瓢

認

t

.
、
,

紅

4

軋

峨

一

詔玖

」

,'

'

器

讐

メ
ド

鑑

、

蒙

需
籍

ネ
汀
縛

'

黛

急
轟

嚢

駐蟄
家
卵
磐

謹
毒

か
磐
ゼ
コ

俸
か
叢

・
β
盈

、

・

む

応
領
穿
訴
ず
塑

孫
蘇
卿

れ
釜
あ
嬬

か

蕊饗

観
癬
二
舞

も

禮

ワ

・

、

、

鍵
再

・り「

'い

肌

励

観
応
三
年
八
月
三
日
足
利
尊
氏
袖
判
吉
良
貞
家
奉
書

石
川
郡
玉
川
村

川
辺
八
幡
神
社
文
井

領

と
し

て
富

沢
に
住

ん

だ
人
物

で
あ
る
。

こ

れ
に
対

し
て
、

広
綱

の
弟
祐

広

は
白
河

に
本

拠
を

置

い
て
、

結

城
白

川
氏

の
開
祖

と
な

り
、
白

河
郡
南

方
を
所

領

と
し

た
の

で
あ
る
。

な

お
鎌
倉

時
代

に
矢
吹

町
地
方

の
周
囲

に

あ

っ
た

勢

力

は
、
結

城
白

川
氏

の
ほ
か

に
岩

瀬
郡

の
二
階

堂

あ
し
な

氏
、
安

積
郡

の
伊
東

氏
、

会
津

の
藍

名
氏

、

田
村

郡

な
め
か
た

の
田
村

氏
、
岩

城
郡

の
岩

城
氏
、
行

方
郡

(
相
馬

郡

に
ほ

ぼ
相
当

)

の
相

馬
氏

、
さ

ら
に
伊
達

郡

の
伊
達

氏

で
、

こ

の
よ
う

な
勢
力

配
置

は
大

体
戦

国
時
代

の

こ
ろ
ま

で
持
続

し

て

い
る
。

2

「
建
武

新

政
」

に
あ

た
っ
て
奥

州

に
下
向

し
た
陸

奥

守

(
の
ち
兼

鎮
守
府

将

軍
)
北
畠
顕

家

は
、
建
武

元

年

(
一
三
三

四

)
四
月

六
日
、

石
川
庄
中

畠

・
松

崎

を
結
城

宗
広

(
祐
広

の
f

)

の
長

男
親
朝

に
与

え
、

翌
年
十

月

に
は
、

白
河

・
高

野

・
岩

瀬

・
安
積

郡
お

よ
び
依

上

・
小
野
保

と

あ
わ

せ
て
、
石

河
庄

の
検

断

(
軍
事
警

察
権

)

を
奉

行
す

る
よ
う

に
命

じ
た
。

「
建

武
新
政

」
は
早

く

も
建
武

二
年

の
十
月

に
は
破

れ
る

が
、

そ

の
翌

三
年
七

月
、

石
河
義
光

の
若
党

で

あ

る
屋

葺

弥

平

二

頼

道

と

い
う
武

士

が
、
主

君

の

戦
を
報

告
し

、
そ

の
軍
忠

に
対
す

る
足
利

尊
氏

の
証

判
を
執

事
高

師
直

に
申
請

し

た
文
書

が

あ
る

(
石
川

文
書

)。

こ
れ

に
よ

れ
ば
、

主

君
義

光

に

従

っ
て
西

上
し

、

一
旦
は
九

州

に
ま

で
下

り
、

の
ち
湊

川
合

戦

に
参
加

し

て

い
る
頼

道

は
、
そ

の
苗

字

と
通
称

か
ら

み

て
、
矢
吹

を
本
拠

と

し
た
平
姓

の
士

で
あ

っ
た

こ

と

が
明
ら

か
で
あ

ろ
う
。

観
応

二
年

(
一
三
五

一
)
五
月

に
は

、
石

川
中
畠

孫
四
郎

が
北

朝
方

か
ら
出

陣
命
令

を
受

け
て

い
る
。

孫
四
郎

は
中

畠
領
主

、

石
川

】
族

で
あ

る

こ
と
は
確

一51一



弄冨

ジ

粍

擬

瀦
・

、
緊

勲
彊

惹

ぽ

とを

へ

か

ら

・
査

看

。ー

,
,
、
,奪

跳

囁た

む

-,紡
雲

麗

義
秘
婦

し

へ

ぬ

ぎ
飛

負
豹
塞

魯
彗

隆
譜

饗

運

禽ぞ
泌

野
誕
輯

塗

ギ

捌
訟

:

ー

厨

.

-

.

.

・

瓢
.
・

'

こ
内
疑

『
噌
}

・

・

(

鞄

貞
治
六
年
八
月
二
十
五
日

足

利

義

詮

感

状
(津
市

結
城
神
社
文
書
)

∴

禁
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舷

轡

∴

撚
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脳

躍

暇

蜘=・P

甲、膠 掃 晒

議
ざ

っ

レ

ド

。

ド

.
↓～

臨

謹

実

で
あ

る
。

「
建
武
新

政
」
の

一
時

期

、
結

城
白

川
氏

に
与
え

ら
れ

た
中
畠
村

は
、

ふ

た
た

び
石
川

一
族

の

手

に
落

ち
た

の
で
あ

る
。

翌

観
応

三
年

に
は
、
奥

川

管

領
吉
良

貞
家

が
尊
氏

の
命

令
を

奉
じ

て
、
石

川
板

橋
高

光

に
板
橋

・
千
石

以
下

、
急

当
、
沢

尻
村
な

ど

を
安

堵
し

て

い
る
。

こ
の
沢

尻

は
石
川
町

の
沢
尻

か

と
思

わ
れ

る
が

、
急

当

は
前
述

し

た
矢
吹
町

の
久
当

山

の
地

で
あ
る
。

な
お
、

南
北

朝
後
期

の
貞

治
六

年

(
}
三

六
七

)

七
月

に

は
、
結

城
小
峯
朝

常

・
長

沼
淡
路
五
郎

ら

が

吉
良

貞
家

の
子
治
家

と

石
河
庄

行
方

野
で
戦

い
、
将

軍
足

利
義

詮
か

ら
感

状
を

受

け
て

い
る

(
結
城
神

社

文
書

・
皆

川
文
書

)。
行
方

野

は
前
述

の
よ
う
に
矢
吹

町
東
部

、

三
城
目

か
ら
中
畠

・
滑
津

に
わ
た

る
原
野

の
旧
名

で
あ
る
。3

十
五

世
紀
初

頭

の
応

永
十

】
年

(
一
四
〇
四

)

の

頃

、
石

川
蒲

田
長
門
守

光
重

、

石
川
松

川
朝

光
ら

一

七

人

の
中

小
領
主

が
、

攻
守

同
盟

の

「
揆
契

約
を

行

っ
た
。

そ

の
な

か
に

「
中
畠
上

野

介
師
光

」
が

み
え

る
。

師
光

は
お

そ
ら
く

石
川

一
族

で
あ

ろ
う
。

こ
の

「
揆

の
面

々
は

、
古
殿

町
を
含

む

石
川
庄

か
ら
須
賀

川

・
郡
山
市

に

及
ぷ
範
囲

に

わ
た

り
、
伊
東

・
田
村

・

白

川

・
二
階

堂

・
長
沼

の
諸
氏

の

一
族
と

み
ら
れ

る

も

の
が
加

わ

っ
て

い
る

が
、
多

く

は
石
川
氏
で
あ
る
。

こ

れ
と
お
な

じ

こ
ろ
、
田
村

↓
族

を
中

心
と
す

る

【

三
名

の

↓
揆
契

約

が
行

わ

れ
、

ま
た
応
永

十

【
年

七

月
に

は
、
伊
東

一
族

を
中
心

と

す
る

二
〇
名

の

]
揆

契

約

が
行

わ

れ
た
。

三

つ
の

一揆

は
ほ

ぼ
同
時

期

に
、

石
川

・
田
村

・
安
積

の
郡
と

そ

の

一
族
を
中

心
と

し

て
結
成

さ
れ
な

が
ら
も

、
さ
ら

に
岩
瀬

二
階
堂

お

よ

び
白
河
白

川

の
両
郡
両
氏

の

一
族

を
も
交

え
、
各

郡
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会
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郡

o勉

OA伊 東中核一揆

安 達

岩

東

村

堂

川

名

沼

階

伊

田

二
自

芦

長

合 計

名0

【
」

2

1

-

i

20名

郡

臼
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前田河0

可言

白河市◎ 白川城
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堂
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4

1
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高

・史坦

村

D常菜
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嚇
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◎
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野

●康爆

標

庄

葉

楢

郡
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城

郡

郡

岩崎郡
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三城目字根岸地内

目
は

天
正
年
間

に
白

川
氏

に
属

し
て

い
た

と
み
ら
れ
る
。

文
緑

の
「
高
目

録
」
に
こ

れ

が
白

河
郡
に
含

ま
れ
て
い
る
の
は
、
そ

の
事

実

を
示
す
も

の
か
と
思

わ
れ

る
。

戦
国
末
期

、
矢

吹
町

の
地

は
石
川
氏

も

ろ
と
も
佐
竹

義
重

の
勢

力
下

に
編
入
さ
れ
、

天
正
十
七
年

(
一
五

八
几

)、
伊

達
政
宗

が

義
重

の
子
藍
名

義
広

を
大
敗

さ

せ
て
会
津

地
方
を

収
め

て
、

石
川
昭
光

か
政
宗

に
従

属
す
る

に
至

っ
て
、

伊
達
氏

の
勢
力

下

に

入

っ
た
が
、

翌
十
八

年
、
豊

臣
秀
吉

の
刀
奥

羽
仕
置

L

の
結

果
、

蒲
生
氏

郷

の
所

領

に

編
入

さ
れ
、

矢
吹

の
中
世

は
終
幕
す

る

の

で
あ

る
。

各
氏

に
わ
た
り
な

が
ら

、
相
互

に
入

り
く

む
形

を

採

っ
て

い
る
。

血

縁
的
な
惣

領
中
心

に
よ
る

一
族

の
結

合

形

態

は
、
南

北
朝
動

乱

の
過
程

で
崩
壊

し
、

非
血

縁
的
地
縁

的

な
横

の
結

合

が
出

現

し
た

の
で
あ
る
。

な
お

、
正
長
元
年

(
一
四
二
八

)
十

二

月

、
笹

川
御
所
足

利
満

直

は
、
幕

府

と
関

東
府

と

の
緊
張

の
な

か
で
、
鎌
倉

御
所

足

利

持
氏

に
党
し

て
討
死

し
た
石

川
駿

河
守

の
遺
領

を
、
結
城
白

川

氏
朝

に
与
え

た
が
、

そ

の
遺

領

の
う

ち

「
野

吹
」

が
除

か
れ
て

い
る
。

当
時
矢
吹

は
、

明
ら

か
に
石

川
領

だ

っ
た

の
で
あ

る
。

十

五
世
紀
末

の
文

明

の
頃

、
結
城

白
川

の
勢

力
は
南
奥

羽
か

ら
北
関

東
に

ま

で
及

中 畠晴 辰 の墓

 

び

、
石

川
氏
も

こ

の
風

下

に
立

っ
た
と
み

ら

れ

る
が
、
十

六
世
紀

奥
羽

の
戦
国
時

代

の
展

開

の
な

か
で
、
石

川
氏

は

田
村

・
藍

名

・
二
階
堂

・
白
川

の
諸
氏

と

の
抗
争

連

合

を
く

り
返

し
な
が

ら
、

矢
吹
町

を
含

む

石

川
庄

の
う

ち
の
中
小

領
主

に
対

す
る
従

属

を

強
め

て

い
っ
た
。

そ

の
な

か
で
、
中

小

領
主

も
ま

た
相
互

の
抗
争

を
続

け
る
。

十

六

世
紀
末

の
頃
、
中

畠

舘
主

で
あ

っ
た

は
る
と
き

中

畠

上
野
介

晴
辰

は
、
三

城
目

の
高
梨
舘

主

伊

藤
を
滅

し
て

こ
れ
を

収

め
た
と
伝
え

る
。

そ

し
て
こ

の
晴

辰
も

、
ま

た
矢
吹
舘

主

屋

葺
薩
摩

守
も

と
も

に
石

川
昭
光

の
有

力
な

魔
下

と
し

て
活
躍

す
る

の
で
あ
る
。

た
だ

し
、
三
城

目

の
御
霊
宮

の
別
当
東

光
院

(
景

政
寺

V
の
文
書

に
よ

れ
ば
、
三
城

毒
内

ず囁囁・さ
,

劉
リサ

ミ
サ

優

〉
桑

ム
ノ
義

"

蜜

芝
ζ

天正17年12月27日 東光院 宛伊達 政宗書状

東光院(三 城 目にある景政寺のこと)

璽憂
碧

窪

ブ

.
㌢

、

義

ー
脅

噸

霧
く

バ
M

～
ー
～
ー

.

. ふ

獅

.
等」

解
▲
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二
、
矢
吹
の
舘
跡

主なる中世舘跡所在地図

V儲 桑

融 篶 ザ
凸
1袖 ヶ舘跡

凸
15大和久舘跡

凸 凸
フ沢尻舘跡12堤 舘

凸 、
B明 新舘

凸袴
舘跡

襯
凸
咽

繭
凸
鼎

凸

矢吹の主なる舘跡地名表

番
号123456789

10ll12131415

名

称

袖

ケ

舘

タ
カ
ナ
シ
舘

陣

ケ

岡

舘

郷

蔵

地
舘

和

田

ケ

舘

古

舘

沢

尻

舘

小

松

舘

観

音

山

舘

物

見

舘

袴

舘

堤

舘

明

神

舘

国

神

舘

大
和

久

舘

所

在

地

矢
吹
字
舘
山

三
城
目
字
本
城
舘

〃

字
陣

ケ
岡

〃

字
三
城
目

〃

字
和
田
舘

〃

字
石
崎

〃

字
沢
尻

〃

字
川
原

中
畑
字
根
宿

須
乗
字
舘
山

中
畑
大
字
大
畑

堤
字
舘
山

明
新
宇
舘
山

中
畑
字
国
神

大
和
久
字
堰
ノ
上

地

目

山

林

畑

山

林

宅

地

山

林

田
畑
宅
地

山

林

畑

山

林

山

林

山

林

山

林

山

林

畑

 

山

林

備

考

二

六

・

ヘ
ク
タ

ー
ル

二

一
・
五

ヘ
ク
タ
ー

ル

東
袴
舘
と
も

い
う

四

四

・七

ヘ
ク
タ
ー

ル

.五

四

・
七

ヘ
ク
タ
ー

ル

西
袴
舘
と
も

い
う

48

・
4

・1

町

指
定

史

跡

古
舘
(国
神
舘
)周
辺
の
地
名
図

ー
国
神
舘
跡
参
照

の
こ
と

.
古
牢

畜

融
存

讐

矯

霧

.羨

手

欝

良

輩

り
.

・・聾
亨

・

杢
薗

智

急
フ

菱

嚢

箋

婁

量
於

@
舞
聾

雲
外篭

「い・ 粟一

 

詮
重
蹄

彦
肇

峯
農

56一



驚 『

矛1

ら

跡(舘 山)

 

舘ガ

灘ご

　

瓢 ∴ 響 辮 ・・

離 譲罪聴

騰 鷺 麟轍纏
袖

袖

ガ

舘

跡

矢

吹
字
舘

山
地
内

に
あ

る
。
別

に
狐

ガ

舘
ま

た
は

一
水

舘
と

も

い
う
。
石

川
有
光

が
前

九
年

の
役
に
よ

っ
て
矢
吹
地
方

ま

で

領

有

し
、
有

光

の
四

男
福

田
源
之

允
光
孚

が
応

徳

二
年

(
一
〇

八

五
)

に
矢

吹
を
領

し

て
居
住

し
、
矢
吹

下

野
守
基
時

と
称

し

た
。

以
来

石
川
家

々
臣

と
し

て
そ

の
子
孫

が
領

し

、
天
文
ニ
レ

年

こ
ろ

(
】
五

五

一
)

舘

を
築

い
た
よ
う

で
あ

る
。
最
後

の
舘

主

矢

吹
義

聰

の
代
、

.兀
亀

二
年

(
一
五
七

一
)

九
月

伊
達

政
宗

に
服
属

し

て
舘
は
没
落

し

た
。

矢
吹

氏
は
そ

の
後
宮

城
県
角

田

の
臥

牛
舘

の
石
川
家

に
仕
え

た
。

矢吹家代々の墓

矢

吹
家
代

々
の
墓

天
正

十
八
年

(
一
五
九

〇
)
太

閤
秀

吉
よ

り
領
地
を

没

収
さ

れ
、
領
主

石
川

昭
光

に
従

っ
て
宮

城
県
角

田

に
移

っ
た
。
以
後

矢
吹

家

一
族

は
角

田

の
長
泉
寺
墓

地

に
葬

ら
れ

た
。
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(国神)

 

跡舘神国

舗
鵡

、

ジ驚

気

國,濫

,

・ー

～

灘
織

紋

㌃
嘱

レ
葵

鷲ぺ総

/

、

疑

、.
〆

P一マ…v'
ρ噌・ 「τイ 騨

ビ

㌧ 一'

試 ＼・簾

譲

国

神

舘

跡

孟

悔

、

、

▼＼ ～

＼v_〆 ぐ

 

原
宿

と
平
鉢

の
間

に
あ
る
。
今

で
は
本
丸
跡

に
樹

木

が

あ

っ
て
、
舘

の
名
残

り
を

と
ど

め
て

い
る
に
過

ぎ

な

い
。

な
ん

の
記

録

も
な

い
の

で
判

然
と

し
な

い

が

、
南
都

城

・
西
都

城

・
内
屋
敷

・
福
寿

庵

・
東
都

城

と

い
う
地
名

が
残

り

、
地
続

き
に
森
郭

・
大

熊
森

が

あ
る
。

こ

の
地

は
天
平

の
昔

か
ら
拓

け
た
よ

う
だ

が

は

っ
き
り
し
な

い
。

興

国
年
間

(
=

二
四
〇

～
四

五

)

こ
ろ
か
ら
石
川

詮
持

(
石
川
家

一
五

代

)
の
弟

石

川
光
定

の
r
石
川

九
郎
光

幹

が
国

神
舘

主
と

な
り
、

中

畠
家

を
創
設

し
た
。

中
畠
頼

母
光

冬
-
中
畠

孫

四

(国神舘測量図)

郎

胤
光

ー
中
畠

但
馬
守

中
畠

上
野
介
晴

常

は
白

川
家

か
ら
養

子
に
入

っ
た
。

晴
常

の
長
子

の
中
畠

上
野

介

晴

辰

は
根

宿
観
音

山
を

築
き

、
お

い
お

い
家

臣
等

を

移
転

さ

せ
は
じ

め
た
が

、
天
正
初

期

(
】
五
七

三
～

)

こ
ろ
、
八
幡
宮

を
最

後

に
大
熊
森

か
ら

根
宿

に
移

っ

た
と

思
わ

れ
る
。
遷

宮

は
梅
宮
市

之
頭

が
相
勤

め
、

天

正
十

一
年

(
}
五
八

三

)
二
月

十
五

日

で
あ

っ
た

と
、

明
和
四

年

(
一
七

六
七

)
八
月
梅
宮

薩
摩

守

の

記

録

に
あ
る
。

4

国神舘跡 を示す中畑村絵図(江 戸時代)

際 鰺義鋒毒
薫

.湿

P艦
舞

(.

き

げワ

・驚

難

げ堀凱黛

潜
思

・
囁
藁

内

馨

,、

騨
難

繍
欝

マ
げま

　

け

窯
罐

覇

麟
警

、途

騰
鰹

礁
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》節
"血 慧 琿

ぼま の ま

2避 璽 叢 遮壌 翌 轡騨蜜 ∴壷 、。一,。

議審驚警学
観 音 山 舘 跡(根 宿)

中畑字 根宿地 内 にある。仁 寿3f手(853)慈 覚 大帥 作の 観音座像 を祀 ったため観音 山 と伝 えbれ,豪

族 熊井の 守本尊 といわ れて いるか,不 詳 てある。 中畠晴辰 は 天正11f}(1583)2月15日 を最 後 として,

神 杜 を舘 内 に勧 請 し,一 応 は全部移 転 を元fし た。 そ して,こ の 年 城 目の タカナ/舘 に移住 す るよ

うて ある。理由 は不明 てあ るか,観 音山舘 は弟の 中畠大学 介晴時 に ㌻えた。 城 目の タカナ ノ舘 の 中

畠は石 川昭光 に仕 え,弟 の晴 時 は白III義親 に付 えた。天正18毎8月,白 川義 親は豊 臣 秀吉 のため に領

地 を没収 され,同 時 に観 山舘 は廃11と な った。

欝
臨

へ 声

ミ

箏 夢講

,罫,蔑

,羅 麹

気

舞締 聯 顧 蝦 ∴一
鮮 ぎ .
定購 護鯉 豪
きタ やが

鍵 ・悔 姦 ・ 一 躍
賊.盛 し プ 。 謬 亀

蕪 羅
一.犠_照

翻 講 ∵ゾ 幾匙馨

難毅 聖畿4
観音山舘絵図面

(須賀川市相楽定邦蔵)

6
驚穂・
噸

醜

筏

.

聰
.

邉

裂

細
£

-

恥
、
窪

〈
い

臨

・

-

観

・薯三

拠

懸
臨誌

。 鐵 灘 ・

。監輔 ほ　

み　 ミ ミ

蒲.蝉 轄^慌 ≧綴 熟ば 洲}幅_

.評 毒壽蟻 轟
蝋 隔轟 いll翫 ・

礎『

爾
礁
　
ー

ド嶽叢

躍轟
蝉
膨

〆

誕㌦蹴
磯

撫
.繋

オ ま

・驚職

舶い 猶幣巌"耀 纏

畷議懇' ・

諏蕪箋鰹
曝

醸
餐

難
麟

襲

ー

。

蕪

瀦聰
嫉

織

み
擁
ミミ
罫

亀

穽蔀

緊

耐

軽

緯

庶

憲

}
撫

舜げ
∴

。

㌦
)

黙
州

・輔
難-

細

鎮麟
ざ

義
奪

ー

礁

蕪

認

っ
溺

ド.ゴ

獄欝
,.」 ∫ 暇

鯵勢 露
か レ

羅 ・・ ザ 照

♪_ 、
一 轟

岬 町

繕 轟 パベらい騰

怨 で メメ 鍔 毎

懲

轟
難
・麟 .

縣謙
脚

脇

監

轟 ・ 紙_諏 一 一一 。 、

ウ"_.艶 轡 欝 二 ㍗ 轟

正平 年間(1346～69),石ll1安 芸守 有光 の後喬石11けL郎 光幹 よ り7代

目の晴 辰か,観 音 山舘 に舘 を構築 した。 大正 年間(1573～90)八 幡宮

を移す な と,町 削 を行 った 当時 の 各名称 ・所 存 を小 す絵図 てあ る
。

(たたし,中 畑新田か書かれているのて慶長几鱈以降に書か九たものと思われるρ

～
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剰
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囁

幽

.

計廼

 

』▲
7内

哨

、

一 一脚…'一'贈 罰 て∵ 三

謹攣琴叢蓬叢激 鐸 ご祭ご ∵1汀
タ 刀 ア ソ 甜 跡/傘 城 甜}

タ

カ

ナ

シ

舘

跡

三
城
目

字
本

城
舘

地
内

に
あ
る
。

タ
カ
ナ
シ

の
字

は
何

故

使

っ
た

の
か
判
然

と
し
な

い
が

、

お
そ
ら
く

は
小

鳥

遊

舘

で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

タ
カ

ナ
シ
舘
主

の
伊
藤

家

は

、

伊

藤
大
学

又

は
藤
大

学
と

い
っ
て
、
古

い
家

柄

で
あ

っ
た
。

神

亀

(
七
二
四

～

二
八
)

の
こ
ろ

、

こ
の
地
に
土
着

し

た

と
す

れ
ば
、

石
川
家

も
な
け

れ
ば

白
川
家

も
な

い
こ
と

か

ら
、

い
ず

れ

に
も

仕
え
る

は
ず

が
な
く

、
当
然
独

立
し

て

い
た

こ
と
と
思

わ

れ
る
。

こ
の
ま

ま

の
姿

で
後
世

舘
を

築

き
相
当

の
勢
力

を
得

て
来

た
と
す

れ

ば
、
永

禄

(
一
五

五

八
～
六
九

)
元

亀

(
一
五
七

〇

～
七

二
)
天
正

(
一
五

七

三
～
九

一
)

の

こ
ろ
に
な

れ
ば
、
勢

力
争

い
が
起

こ

る

こ

と
は
当
然

で

あ
る
。

永
禄
年

間

に
な

る
と
、
隣
村

中
畠

村

の
国
神
舘

主
中

畠

上
野
介
晴

辰

が
子

の
中
畠

幸
右

衛
門

晴

友
を
連

れ
、
家

来

一
五
、
六
入

を
引

き

つ
れ
、
タ

カ
ナ

シ
舘

主

伊
藤
左

馬
介

祐

勝
に
舘
を

引
き

渡
す

よ
う
に
交

渉

に
あ

た

っ
た
。

伊
藤

祐

勝

は
伊

藤
大
学

祐

春
の
子

で
幼

少

で
あ

り
、
中
畠

晴
辰

と

戦

い
を
す

る
意

志

は
な
く
、

つ

い
に
奪

わ

れ
て
し
ま

っ
て
、
部
落

の

一
角

に
住

い
を
構

え
る

こ
と

を
許
さ

れ
た

と

い
う
。

の
ち

に
三
城

目
村

の
庄
屋

に

な

っ

て
勢
力

が
大

で
あ

っ
た
。

中
畠
晴

辰

は
、

古
舘

に
い
た
白

川
義
親

の
家
臣

泉

川
大

学
介

の
申

出

に
よ

っ
て
舘
内

に
家

屋
敷

を
与
え
、

自
分

の

家

臣

と
し
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
し
て
天

正
十

一
年

(
一
五
八

..」

末

に
、

タ

カ
ナ
シ
舘

と
三
城

目

の
地

域
を
自

分

の
も

の
と
し

、
中

畠

観
音
山
舘
中

畑

の
地
域

と
交

換
し

、
従

来

ど
お

り
石

川
昭
光

に
仕
え
、

子

の
幸

右
衛

門
晴
友

を

石
川

に
置
き

、
石

川
昭
光

に
仕
え

さ

せ
た
。

天
正
十
八

年
八

月

石
川
昭
光

が
豊

臣

秀
吉
に
領

地
を

没
収

さ
れ
る

に
及

び
、

タ
カ
ナ

シ
舘
も

廃

止
さ
れ
、

晴
辰

は
三
城

目
に
帰

農
す

る

こ
と
も
考

え
ず

、
相

馬

の
旧
縁

の
も
と
を

た
よ

り
に
、

行

合

の
渡

し

の
川
原

で
農
民

や
浪
人

ど
も

に
惨

殺

さ
れ

た
。

天
正
+
八

年
八

月

十
八
日
、

晴
辰

の
首

は
家

来

の
赤
塚

掃

部

に
よ

っ
て

一二
城

目

の
墓
地

に
葬

ら

れ
た
。

翌

 

伊
藤
家

の
守
本
尊
と
い
わ
れ
て
い
る

阿
弥
陀
如
来
座
像

(牡
丹
平

伊
藤
光
之
祐
蔵
)

タ
カ
ナ
シ
舘
跡
絵
図
面

(須
賀

川
市
相
楽
定
邦
蔵
)

、 」ダ謁
ヤ ゴロ

、〆 醗4
学㌻ 「嵐 ム ー・

擁

蝶 ・麹 墜 麓

濤癖㌶

 

奪
?

了「

㍉

ノ

蔭

答

メ
蝋
羅
ボ

儀

響

丸

'

、漉

'
、κ
綬

蒐

心

押

ジ
…

β
聾

啄

け
ま

　

冗
・病

慈
囁

撫

明

.
、鱒

・肱

難

,

'
律
糟藷

、嚢

・
.

婿

稽

・

り
ま
　

も

畷

瓶
乱翼

黛

ハ

聾
塗噂 亀

玉職 耐ノ ～

ノ 乙

曝
σ
「

ま̀

〆

昌緊
驚

農

堀

、

箏濃
騨
蓼

も

ち

も

ミ
ま
さ

匙

鑑

.璽
講

3

ぎ

・
蜘

,

⊃ 予欝
蝿 い.耀 一{」

湘 一 恕罵 伽,懇
鋤 、

罵
隔

.

}

 

緊
灘
羅
ド
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'

～r辱

物

見

舘

跡

大
字

須
乗

地
内

に
あ

る
。
白

川
義
親

の

異

母
弟

に
あ

た
る
滑
津

村
小

針
舘
主
小

針

山
城

守
小

四
郎
頼

広

が
物
見

舘
主
を
兼

ね

る
こ
と

に
な

り
、
天

正

の
初

め
ご

ろ
に
移

っ
た

が
、
小
針

舘

は
家
臣

に
任
せ

た
よ

う

で
あ

る
。

天

正
十

六
年

(
一
五
八

八

)
頼

広
か
没

し
、

r

の
小

針
右

京
政
頼

が
跡

目

を
継

い
で

い
た

が
、
天

正
卜
八
年

八
月

、

自
川
義

親

が
豊
臣

秀
-,口
に
城
地

没
収

さ
れ

る

に
及

び
舘
を
廃

止

し

、
政
頼

の
.r
孫

は

中
畑

村

の
庄
屋

又
は
須

乗
村

の
庄
屋

と
な

り

、
あ

る

い
は
白
河
家

に
仕

え
る
武

士

と

な

っ
た
。

家

臣

の
六

〇
人

は
思

い
思

い
の

職

に

つ

い
た
。

、"
艦
謹

61

藤繋難

雛

.
㌧瓢
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ー

囁

跡(丸 の内)

 

舘見物

物見舘本丸内にある板碑供養塔

年記銘は不詳だが 「不Lの 種子が見える。



跡舘古

古

舘

跡

天
文
年

間

(
一
五
三
二
～

五
四

)
よ

り
元
亀
年

間

(
一
五
七
〇

～

七
二

)
こ
ろ
ま

で
、

泉

川
弾
正
(
泉

川

大

学
介

)
が
居

た
舘

で
あ
る
。

中
畠

上
野
介

晴
辰

が

永
禄

年
中

(
一
五
五
八

～
六
九

)

三
城
目

タ
カ
ナ

シ

舘

に
移
る

に
と

も
な

っ
て
、
泉

川

は
中
畠
上

野
介

の

臣
と
な
り
、

天

正
十
六
年

(
一
五

八
八

)
没

し
た
。

同
十

八
年

(
一
五
九
〇

)
太

閤
秀

吉

よ

り
領
地
を

没

収

さ
れ
、
廃
嘘

と
な
る
。

礎 石 とみ られ る.古 舘 跡 出 土

綴 鰭購 藤"∫頭:{磁魏繍
大 和 久 舘 跡 σll原)

天 正7年(1579)の ころ,多 賀谷左兵 衛尉 が居住 した。文 禄年

中(1592～95)に 落城 して廃嘘 とな った と伝 え られ る。
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沸剛曖騨

 

装

吟

恥
燃副

.
憾

鯉

.恥
錦き灘

騨 欝 辮 罵'ぼ 　ジへ酸
歯論 舩遮

痢 、・翫
獅 認

蜜〆 認

〕ジ兜 ♂ 庶義;

 

げ 噛
拭 『

緕

↑畳

・㍉馬

..

・
こ

・

・

麗

.
♂

,
癖

、

㌔

鴨
・

梅 童

辱

6

、

欝;蕪 阻.
誘 囁1藷 ・肖 曝
写

轟蝉

郷 蔵 地 舘 跡

南 』ヒ50メ ー ト三城 目部 落の西 南約100メ ー トノレの地 にある。東 南40メ ー トル

ル。現在 は民間 の体掌地 となっている。年 代 および舘主 は不 詳。

職
～
、気

(

眞

.

毒

少h

鐸蒙薄
鵠

小

松餐誕
螂.

誌織籔

潔烹

 

戸

恵

欝

、骸

ノ
老

琵 讐謬漁

蓬

摩瑚蕗

 嚢

繊

三
城
目
部

落

の
東
方

約
九
〇

〇

メ
ー
ト

ル
の
地

に
あ

る
。

永
禄

年
中

(
一
五

五
八

～
六
九

)
小

松
肥

前
守

か
居
住

し
、

元
亀

年

間

(
一
五

七
〇

～

七
二

)
白

川
家

に
仕

え
、
そ

の
後

二
階

堂
家

に
属

し
た
。

天
正

十
七
年

(
}
五

八
九

)
二
階
堂

家

が
伊

達

政
宗
に
滅

ぼ
さ
れ
て
後

、
廃

嘘
と
な

っ
た
。

和
城
目

和
[H
ケ

舘
山
地

内

田

ケ

舘

夢
、

 

'滝

年
代
及

び
舘
・E
は
不

詳
。
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噛

島

猟
.
・

と・『撫
.號.

一
,.鎧.・ ・.・ 謬.嘉 騨 麟 麹哩

惣認

駕 罫蝋∵篠

湯 、,,灘 羅顯 瞳 鐘
陣 ヶ 岡 舘 跡(陣 ヶ岡)

一誠 目部落の北 方約600
メー トルの地 に ある。高 さ18メ ー トル,周 囲約900メ ー

トル。阿武 隈川 に臨み,風 景 はすば ら しい。 年代 および舘 主は不 詳。

護 麹

瀞≒響謙 魂昌羅継 塑
畷

爆ノ.脇

ダな ぐ

笛 畿鱒 紳艶饗驚轟 憂翻鑓

夢

藤

「
櫛'瀕

謄

焦券

瀞
丁

器

影

㌦

強

覧

,

難

{

悉

」』
秘

η'ギ

.・ ・ 汐 い ρ 楚

議雛鍵霧鹸 綬
沢 尻 舘 跡(沢 尻)

三 城 目部落 より約2.1キ ロメー トル の地 に ある。年代 お よび舘 主 は不 詳 。
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,脳蝿鵜麟 曝誕i

:義癌 趨難 墾 一

痢醜一
囁崖

袴 舘 跡

(大畑)

燭鞍 饗澄 響 ・、
,壕織 轟 鵡 讐

額 ∴寸∴ パ

戯匿 ・漁 、

西袴舘 ともいわれる。天正8年(158Q)の ころ,大 畠

大学が居住 していたが,天 正11年 以降,観 剖h舘 の領地

に属するようになったといわれている、、

堤 舘 跡(東 堤)

薬師舘 ともいわれ る。角 田伊賀守 が居住 したと伝 えられ

るが,詳 細 は明 らか でな い。現 在 は砂 利採取 によって崩壊

し,か つての お もか げは ない。

直

燃須
・
墨費

ゐ

" 幣轟盛㌔

¶隔囁騨

蕊 慧 ・魯 瓢櫨 議

胃講 鴻舅

。～町 園 ・:

を 肖1

シ
'貯 ～

歌 策狩 ゾ
、∵ ㍉,

明

新

(
観

音

山

)
舘

跡

(
明
新

下
)

白
滝
城

と
も

よ

ば
れ
る
。
年

代

お
よ

び

舘
主
、
と
も

に
不

詳
。

65一



騰

鱒 礎 警

、 撚
三
、
矢
吹
の
板
碑

頭
部
を

三
角

形
に
し

て
、
横

に

二
条

の
切
り
込

み
線
を
刻

み
、
額

部

を
少

し
厚

目
に
、
庇

の
よ
う

に

突
き
出

し
た

石
板
状

の
石
塔

で
あ

る
。
ま

れ

に
自

然
石
を

そ

の
ま

ま

使
っ
て

い
る
場

合
も

あ
る
。
し
ゆ
じ

板

石

の
表

面

に
仏

の
種
子

・
仏

像
な

ど
を
彫

り
、

そ
の
下
部

あ
る

い
は
傍

に
、

年
紀
銘

を
刻
ん

だ
も

の
も

あ
り

、
鎌
倉
時

代
・
南
北

朝

・

室
町
時

代

に

か
け
て
、
死
者

の
追

善
供

養
、
生

前

の
逆
修
供
養

の
た

め
に
建
立

し

た
も

の
で
あ

る
。

中

世

の
政
治

・
経
済
あ

る

い
は

信
仰

・
文

化

の
繁

栄
し

た
地
域

と

し
て
考

え
ら

れ
る
阿
武
隈

川
流
域

に
は
、
板

碑
供

養
塔

の
分

布

が
多

い
と
さ

れ
て

い
る
。

矢
吹

で

は
、
矢
吹

地
区

の
大

和

久
地
内

、
中

畑
地
区

の
寺
内

・
大

畑
地
内

、
三

神
地
区

の
三
城
目

・

中
野
目

地
区

に
密
集

し
、
そ

の
他

の
地
域

に
散

在
し

て
、
そ

の
数
九

〇
基

を
数
え

る
。

景政寺仮名書供養塔

(三城目字上町)

『集古十種』による模刻である。

原碑はなく,原 供養i塔が確認され

れば,県 内最古のものに属する。

嘉禎2年(1234)

0

ノ 　　16

/

1ア

o

噂

〆

18

主なる板碑供養塔所在地図

Oo

o(b

o

　 　 サ

1{
聯 癒1

.1、 淳/

評1:;li

怨 。
繊

舞 鷺

一… 影lli
L;

、i、

「集 古十種 」 にあ る景政 寺仮名 書供養塔

主 な る板碑供 養塔

む う

,藩 ♂
7

2ー

}
2
ー
も

%
曽
●

8

o

0

84

αD8・
●

●

9

3

● 年紀銘のある板碑供養i
塔及び阿弥陀三尊来迎
浮彫供養塔

○ その他の板碑供養塔

番号

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

名 称

景政寺仮名書供養塔

寺内阿弥陀
供養塔

明新供養塔

中野目阿弥陀
供養塔

三城目供養塔

行屋供養塔

三城 目供 養

大畑供養 塔

三城目供養塔

三城目供養塔

平鉢供養塔

寺内供養塔

三城目供養塔

澄江寺阿弥陀
供養塔

川原阿 弥陀供養塔

山王阿弥陀
供養塔 ①

同 上 ②

阿弥陀 湯
供養塔
中野目阿弥陀供養
塔

三城目供養塔

所瓶地
三城目
字上町
中畑
字寺内
明新字
舘山
中野目
字塚原
三城目
字下町

三城目白下町

三城目
字本城舘
大畑心上ノ前

三城目虐本城

三城目古上

中畑字
ム 久保

中畑亡
坂東

三城目々本城

三城目白上町

三城目字
小 ムll原

大和久岸臼田山

同 上

大和久心三

中野目心屋 下

暮城目

地目

寺

寺

墓地

宅地

水田

寺

宅地

山林

畑

寺

道

墓地

山林

寺

水田

山林

山林

寺

水田

畑

藷{ 考

嘉禎2年(
1236)

弘長元年
(1261)
弘長4年(
1265)
嘉元3年
(1305>
延慶7年
〔13141
正和5年
(1312)
嘉暦2年
(1327)
元亨2年 か(
1322)
元徳3年 北朝
(1331)
元弘元年南朝(
1331)
延元4年 南朝
(1339)
貞和2年 北朝
(1346)

応安7年 北朝(
1374)

3基 あ り

内1基 種 子の み

応永33年
(1426)
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鎌
倉
時
代
の
板
碑

寺
内
阿
弥
陀
堂
供
養
塔

寺
内

阿
弥
陀

堂

の
本

尊

で
あ
る
。
記

録

に
よ

る
と
、

弘
長
元
年

八
月

二
十

二
日
は

法
印

宥
海

が
遷

化
し

た
日

で
、
故
入

の
名

が
判

明
し

た
の
は

め
ず
ら

し

い
。

弘
長

一兀
年

(
一
二
⊥
ハ
一
)

餐

明

新

供

養

塔

種
子

と

弘
長

四
年

(
一
二
六
四

)
の
年

紀
銘

が
あ

る
。

明 新 供 養 塔

大

畑

供

養

塔

大 畑 供 養 塔

種

子

と

元
亨

2

三

二

.
～

二
三
)

鎌
倉

時

代
末

期

の
も

の

で
あ

る
。

謹

奏

`
、
魂

、

瞥

、

叢

.・

W

騨 驚

夢

周

の
年
号

が
あ

り
、

滋ず

レ

甥
㌦

ヒ

圏

, 貞

無
,餐

璽

・

「

9

一67

告 麟r…一凹……
寺 内 供 養 塔

講 鰍
5

齢 ・チ.・ ・彦

中野 目供 養塔

中央,阿 弥陀如 来像 を線刻

で描 き,観 世 音 と勢至菩 薩の

種子 を円 で囲み線刻 してある。

嘉元3年(1305)の 年紀銘 が

あ る。



川
原
阿

弥
陀

三
尊
来
迎
浮
彫
供
養
塔

(三
城
目
字
小
松
川
原
)

一
毒蒔亭病り 庶 、 。

臥

濾
鐙

靴
甲
野
目
阿
弥
陀

三
尊
来
迎
浮
彫
供
養
塔

(中
野
目
字
屋
敷
下
)

匿

阿
弥
陀
湯

阿
弥
陀

三
尊
来

迎
浮
彫
供
養
塔

(大
和
久
字
三
峯
森
)

阿
弥
陀
堂
の
本
尊
で
同
型
の
も

の
が
二
基
あ
る
。

も
う

一
基
は
、
種
子
の
み
で
あ
る
。
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南

北

朝

時

代

の
板

碑

三

城

目

供

養

塔

(三
城
目
字
本
城
舘
)

タ
カ
ナ
シ
舘
跡
の
ほ
ぽ
中
央
部
に

あ
る
。
種
子
と
元
徳
三
年

(
=
壬
二

一
)
十
月
の
北
朝
年
紀
銘
が
あ
る
。

人

ヂ

ソ

、

駈

ン

許

.

.

く

セ

お

び

マ
.濡

讐

マ

.易

驚
無

イ

許一,㌔

ダ露

紙
r

.訴
,
ブ
藷

μ

e

り

「.帽

」

縛
協

鴇

♂

・
∵

'
ρ

郷

幽

・

"

〆

製
:

碁

》

「
,ー

ノ

羅

ー

/

∠

ノ

鴛

.-響

・

ぜ～r

急
一

・

で

,
{」

r

奮
ノ

獅

燕

ン

　
デ/

・
瑳
!

蟻

㌻

ノ

・

ボ

識

い

/
踊
忍

強
ご

ζ

`

ノ
レ

d

罰

',∵

-

㌢
、

・

ヒ

p
断

ー

鳶

,・
紀

う

、,

、

薄

、～

.「㌻
イ

ー

♂
、

,

愚

p

靹
、

,・霧

噛

。

泌

,5

鳶

濯
凸

欝

,
隅

お

　
ゴ
リ

μ
・

の

…

幽…

踊

鐵
瀬

　

翠
訟
磯

掘

へおパ
リ

ぬ

げ

ち

轍鞭
難
酷

解

鷹
饗
鑓
議

の・

灘

、
㌧

"

し薙

4

匿

平

鉢

供

養

塔

(中

畑
字
松

葉

久
保

)

傍

に
複

碑

が
あ
る
。
種

子

と

延
元
四

年

(
=

壬
二
九

)南

朝
年
紀

銘

が
あ

る
。

こ
の

他

に
、
延

元
年

紀
銘

の
も

の
は

、
景

政
寺

(
一二
城

目

)
に

も
あ

る
。

ワ戸穿

ー

矯■『
口穀

室

町
時

代

の
板

碑

三
城
目

供
養

塔

(三
城
目
字
本
城
舘
)

タ

カ
ナ

シ
舘
内

南
西
側
寄

り

に
あ

る
。

種
子

と
応
永

三
十

三
年

(
一
四

二
六

)
紀

銘

の
あ

る

室

町
時
代

の
供
養

塔

で
あ

る
。

驚
灘

灘灘
灘
潮,

、 、懸 巡 髪

題駿 藻 ∴罷譲
轍 .輌'、 、総

漁醗簾
冨.げ

寺 内 供 養 塔(寺 内字坂 東)

種子 と貞和2年(1346)北 朝年紀 名が あ

る。 この他 寺内地 内 には,貞 和6年 北 朝年

紀銘 の もの2基.永 和2年(1376)北 朝年

紀銘1基 があ る。
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6

四
、
伝
説

の
な
か
の
矢
吹

,
辱

`

↑綾

w

F

.
・
.

既
鞭
.

灘
黙

.

、'

噌

謬

騨

聾

葉
、

蜘

潔
瞬

ぴ

瀬
嘘

y
'

壁
争

ぎ ・ 臨
麟:縄^
槽 鳳 臨'害 帆

島讐 、・曝

蟻ゼ
7<露
』麟 ・ ・

,謝

碧'

螺
禰

瀧

八

幡

隈
戸

川
東
沿
岸

岩
瀬

郡

に
接
す
る
高

地

に
あ

り
、
康
平

年
間

(
一
〇
五
八

～

六

四

)
前

九
年

の
役

に
源
義

家
が
滞
陣

の
と
き
建

立
し

た
社

で
あ

る
。

そ

の
屋

根
を

矢
柄

で
葺

い
た
の
で

、
『矢
葺
』
(
矢

吹

)
と
呼

ん
だ
と

い
う

。

ま

た
、

隈
戸
川

の
岩
壁

に
三
十
三
体

.
の
観

音

が
彫
刻
さ

れ
て

あ
る

が
、
年
代

は
明

ら

か
で
な

い
。

そ

の
岩
壁

の
上
部

に
亀

裂
が

あ

っ
て
、

そ

の
間

に
雌
雄

の

霊

蛇

が
住

ん
で

い
た
の

で
、
村

の
人
た

ち
は
大

い
に
恐
れ
た

と

い
う
。

こ
の
瀧

八
幡

の
南
方

に
細

い
流

れ

の
瀧

が
あ

っ

た
。

馬

の
尻

の
尾

の
よ

う

な

の
で
、
馬

尾
瀧

と
呼

ん

だ
。

三
十

三
観

音

の
周
辺

に
は
、
西
に
陣
場

峯
、
旗

鉾

、
南

に
陣
場

池

な
ど

が
あ

り
、
義

家

の
滞

陣

の
地
名

が
多

く
残

っ
て
い
る
。

陣 場 ヶ 峯(柿 之内

帳

=』動 ン

ろ5ダ

=,

議

ず 塚

輝
70一



奪轄

白

幡

山

(松
倉
)

白
幡

山
は
源
氏

軍

の
布
陣

の
跡

で
、
今

の
松
倉

部

落

共
伺

墓
地

の
う

ら

の
山

一
帯
を

い
う
。
現

在

の
松

倉

の
宝

蔵
院
は
、

白
幡

山

の
八
幡
寺

を
移

し
た
も

の

と
思

わ
れ
る
。

幽

、

、

が睡琴爵臆 轟盤饗

か

ぶ

と

大

明

神

(弥
栄

)

阿

部

ヶ
沢

の
決
戦

で
、
源
義

家

は
安
倍

貞
任

を
破

っ
て
自
分

の
か
ぶ

と
を

明
神

の

祠

に
納

め
、
今

後

の
戦

勝
を

祈
願

し
た
。

そ

の
後
村

の
人

々
は

、
か

ぶ
と
大

明
神

と

呼

ん

で
崇

拝

し
た
。

明
治

に
な

っ
て
、

近
津
神

社

と
呼
ば

れ

る
よ
う

に
な

っ
た
が
、
鎮
守

の
大

杉

は

一

九

四
七

年
伐

採

さ
れ
た
。
四

〇

〇
～
四

五

〇

年

の
年
輪

で
あ

っ
た
。
枯

れ

は
じ

め
た

の

で
伐

っ
た

の
だ
が
、
地

ぐ

み
が
四

五
〇

年

が
限

度

な

の
か
も
知

れ
な

い
。

そ

れ
か

ら
逆
算

す

る
と

、
室

町
時
代

に
も

一
回
伐

採
し

た

こ
と
が
考

え
ら

れ
る
。

今

は
入

口

の
傘
松

だ
け

が
残

っ
て
、
昔
を

し

の
ば

せ

て

い
る
。
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'

β

.

蟄
海

.
、
㌻

払惇

 
蓋

蝋

攣
Ar牌 」

覇

「

濯
夢
遍

内 撃'

鍵.■

㌦_・ 蟹 講 憾 塾鰹

 

'

翻 欝犠 盤
馨 購F嘉

ア む ゆ 　 ぼげ ら

勲灘
阿
部
ヶ
沢
と
矢
越

山

永

承

六
年

(
一
〇
五

一
)
以
後
、

陸
奥

の
俘

囚

の
長
、
安
倍

頼
時

、
そ
の
子

貞
任

・

宗
任

一
族

討
伐

の
た
め

、
九

ヵ
年

の
歳
月

を
要

し

た

の
で
、
前

九
年

の
役

と

い
わ
れ

る
。

そ

の
間
、
安
倍
頼

時

は
戦

死
す
る
が
.

頼
義

は
貞
任
に
敗

北
し

、
清

原
武
則

に
援

軍

を
求

め
て
、
よ

う
や

く
貞

任
を
殺

し
、

{示
任

を
降

し
て
戦

は
終

る
。

阿

部

ヶ
沢
古
戦

場

は
、

安
倍

軍
と
源
氏

軍

の
激
突

の
地

と

い
わ
れ

る
。

源
氏
軍

は

金

屋

一
帯

(白
幡

山

)
に

陣
を
取

り
、
安

倍

軍

は
十
日
森

(
か

ぶ
と
大

明
神

)

に
対

陣

し

た
。
両
陣

の
矢
合

せ

に
よ

り
、

戦
闘

が
開

始

さ
れ
た

が
、
源

氏

軍

の
弓
勢

強
く

、

矢

は
遠

く

「
矢
越

」
ま

で
届

い
た
と

い
う
.

激

闘

の
地
は
十

日
森

の
東

南
方
阿
部

ヶ

沢

で
、
安

倍
軍

が
沢

地

に
追

い
込
ま

れ
て

敗

戦

し

た
。
安
倍
軍

の
戦

死

者
は
、

山
野

に
累

々
と
横
た
わ

り
、

そ

れ
を
源
氏

軍
は

「
な

で
し

が
原
」
の

一
角

に
ね

ん
ご
ろ

に
葬

っ
た
。
今

の
屠
胴
塚

で

あ
る
。

璽
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御
霊
社

・
景
政
寺

御
霊

社

の
祭
神

は
村

岡
小

五
郎
忠

通

朝

臣

で
あ

る
。

朝
臣

は
桓
武

天
皇

第
四

の
皇
子

葛
原

親
王

の
f
孫

と

い
わ
れ
て

い
る
。

ま

た
、
鎌
倉
権

五
郎

景

政

の
霊

も

祀

っ
て
あ
る
。

永
保

二
年

(
一
〇

八

二
)
清
原

武
衡
・

家

衡

が
叛

い
た
と
き

、
源
義

家

朝
臣
が

勅

を

奉

じ
て
発
向

の
際

、

忠
通

は
副
将

軍

と
し

て
従

い
、
f

の
景

政

も
父

と
と

も

に
戦

い
、
戦
功

が
あ

っ
た
。

そ

の
後

忠
通

は
寛
治
三
年

(
一
〇

八

九

)
九
月

十

九

日
、
七
十

一
歳

で
陣

中

に
死
ん

だ
。

軍配団扇

黒骨扇

堀

川

天
皇

の
時

、
忠

通

の
軍
功

を
賞
し

て

、
そ

の
霊

を
鎌
倉

長
尾

郷

に
祀
り
、

御
霊

宮

の
号
を
贈

っ
た
。

景

政

は
竹
貫
鎌

田

の
城
主

と
な

り
、

御
霊

宮
を

三
城
目

の
郷

に
移

し
、
南

台

か
ん
じ
よ
う

山

に
勧
請

し
た

と

い
わ
れ
る
。

康
治

二

年

(
一

一
四
三

)
九
月

十
八

日
、

景
政

は

六
十
八

才

で
卒

し
、

そ

の
霊

を
御

霊

宮

に
祀

っ
た
。
鎌
倉

長

尾
郷

に
も
合

せ

祀

っ
た
と

い
わ

れ
る
。
九

月
十
八

、十

九

の
両

日
を
祭
日

と
し

た
。
神
宝

と
し
て

次

の
も

の
が
伝

え
ら

れ
る
。

一、

軍
配
団
扇

中

に
⑱

の
如

き
紋
あ

り
。

文
字

、
金

。

一、

黒
骨
扇

骨
五

本

に
て
、
長

さ
八

寸
。
十

一
面
観

音

の
像

を
画

く
。

一、

景
政
寺
本

尊
十

一
面

観
音

秘
仏

〕

体

ま

た
、
景
政

寺

は
御
霊

社

の
隣

り

に

あ

っ
て
、
天
台

宗
永

蔵
寺

の
末
寺

で
あ

る
。

山
号

は
南

台
山

、
院

号
を
東

光
院

と

い
う
。
初

め
永
福

寺

と
名

づ
け
た
.

鎌
倉

権
五
郎

景
政

の
廟

が
あ

る
た
め
、

景
政

寺
と
改

め
ら

れ
た
。

東
光

院
は
景

政
寺

の
法
号

で
あ

る
。

紮

.

㍗

㍗

'

翠
μ

ゐ
ド

蝕

寮

》

.

!

♂

ノ
'

.
{
'
』り

つ

、

憂

眺

L
r

幣

1

騰

鴨

職

明

賀

の

松

(明
新
)

後
三
年

の
役

の
折

、
源
義
家

が
藤

田

城

(今

の
中
野

)
に
滞

陣

し
た
と
き
に
、

遠

藤

但

馬
と

い
う
も

の
が
葦

毛

の
馬
に

「
く

つ
」

百

足
を

つ
け

て
献
上

し

た
。

義
家
凱

陣
す

る

と
き

に
、
沓
打
料

と

し

て
十
町

四
方

を
但
馬

に
与

え
、
村

の
名

を

明
賀

と
改
め

る
よ

う
に

い
っ
た
。
沓

打

の

地
名

は
現
存

す
る
。

そ

の
後
、
源
頼

朝

が

"

論

一
レ

診

,顛

磯

.

鋭

.號

鍵

 

㍉唾

囁・
階

1、'畢

臨 脳剛

 

噴
.

、

輻

・

藤
原

征

伐

の
と
き

に
、
滞

陣
し

て
阿
武

隈

川
の
わ

た

し

で
歌

を
よ

ん
だ
。

石
川

の
舘

の
ふ
も
と

の
阿
武
隈

に

明
賀

の
松

の
影

そ
う

つ
ろ

う

天
正

十

八
年

(
一
五

九
〇

)
蒲

生
氏

郷

が
支
配

す

る

に
及
ん

で
明
岡

村
と

な
っ
た
。
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称

舘
城
跡
所
在
表

大 袖 観 国 西 明 沢 堤 和物 タ郷 古 小 陣
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表

田
内
供
養
塔

山
王
供
養
塔

阿
弥
陀
湯
供
養
塔

井
戸
尻
供
養
塔

矢
吹
西
宅
地
供
養
塔

物
見
舘
供
養
塔

天
道
塚
供
養
塔

西
原
供
養
塔

西
原
供
養
塔

三
城
目
川
原
供
養
塔

三
城
目
古
舘
供
養
塔
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1
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三
城
目
古
舘
供
養
塔

B

根
岸
供
養
塔

三
城
目
下
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養
塔
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城
目
中
町
供
養
塔

三
城
目
向
山
供
養
塔

A BA
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名

称
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向
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供
養
塔

B

18

澄
江
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供
養
塔
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三
城
目
行
屋
供
養
塔

20

景
政
寺
供
養
塔

A
1
1

〃

A
1
2

〃

A
1
3

〃

A
1
4

〃

A
1
5

景
政
寺
供
養
塔

B
l
1

21

11

11

B
1
2

B
1
3

B
-
4

B
1
5
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景
政
寺
供
養
塔

C

本
城
舘
供
養
塔

A

23

本
城
舘
供
養
塔

B
1
1

24

B
1
2

B
1
3

B
1
4

B
1
5

堂
ケ
作
供
養
塔

高
保
路
供
養
塔

兵
衛
塚
供
養
塔

神
田
供
養
塔

A

神
田
供
養
塔

B
1
1

11

B
1
2

30

中
野
目
塚
原
供
養
塔

12

中
野
目
天
王
屋
敷
供
養
塔

1

1ー

ワ臼

中
野
目
屋
敷
下
供
養
塔

明
新
供
養
塔

A

明
新
供
養
塔

B
I
1

11

B
1
2

B
1
3

11

B
1
4

堤
中
屋
敷
供
養
塔

A

35

堤
中
屋
敷
供
養
塔
B
1
1

36

〃

B
-
2

11

B
1
3

堤
天
子
様
供
養
塔

1

3738

〃

9
臼

11
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大
畑
古
屋
敷
供
養
塔

番号

名

称

39

大
畑
供
養
塔

A
-
1

〃

A
1
2

40

大
畑
供
養
塔

養

B

大
畑
地
蔵
尊
供
養
塔

41

寺
内
天
王
山
供
養
塔

1

42

11

234567891011121314

寺
内
壇
山
供
養
塔

1

43

2

44

寺
内
阿
弥
陀
堂
供
養
塔

12

寺
内
供
養
塔

1

45

23

平
鉢
供
養
塔

A
1
1

46

A
1
2

平
鉢
供
養
塔

B
-
1

47

B
-
2

494851505655545352

平
鉢
地
蔵
供
養
塔

大
久
保
稲
荷
供
養
塔

松
房
供
養
塔

北
原
経
塚
供
養
塔

原
宿
大
日
堂
供
養
塔

原
宿
阿
弥
陀
供
養
塔

越
中
山
供
養
塔

寺
山
供
養
塔

七
軒
供
養
塔
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